道本部活動家育成講座（2015年６月28日、札幌市・自治労会館）

【例題】
みなさんは道本部役員で主催者側の立場です。下記の記事を要約してみましょう。（約２００文字前後に要約しよう）
◇ヒント～文末の統一だけでも短縮できる。この大会で何を決めて、なにを組合員に伝えるべきかを考えよう！

２０１５年９月３０日（月）に、札幌市・自治労会館５階大ホールで、第５６回定期大会が開催され、全道から４００人が参加しました。はじめに、主催者を代表して、山上自治労道本部委員長から「知事選挙の候補者擁立の遅れはお詫びします。知事選挙は、なんとしても勝たなければなりません。道本部として当面する統一自治体選挙に全力をあげ、道政奪還にむけて闘いを挑みます。今年も課題が山積しておりますが、組合員と家族の生活のため奮闘していきます」とのあいさつがなされました。大会では、統一自治体選挙で北海道知事に立候補予定の『佐藤のりゆき』さんを推薦することを全会一致で決定しました。
その後、執行部から「2015年度運動方針」「統一自治体選挙闘争の支持者拡大の取り組み」「当面する闘争方針」「給与制度の総合的見直し反対署名の取り組み」などの議案が提起され、方針を全体で確認しました。その後、役員選挙が行われ、新しい体制が確立されました。定期大会の最後には、山上委員長が団結ガンバローを行い大会を終了しました。
【443文字】※１行３２文字・１４段

【答え】

【模範解答】

９月３０日、札幌市・自治労会館で（道本部）第５６回定期大会を開き、４００人が参加した。山上委員長は、知事候補者擁立の遅れにお詫びを述べたうえで、「統一選では道政奪還にむけ、たたかいを挑む」とあいさつした。大会では、北海道知事候補予定者として『佐藤のりゆき』さんの推薦を全会一致で決めた。
その後、執行部が「統一自治体選挙闘争の支持者拡大」や「給与制度の総合的見直し反対署名」の取り組みを提起し、方針を全体で確認した。
【212字】※１行３２文字・８段
◆若干の解説

・文末の統一

～します　⇒　～した　　　～しました　⇒　～した

～しております　⇒　～している　　～なされました　⇒　～した

～なりません　⇒　～ならない

・曜日は不要　⇒　日付だけで十分

・開催場所は不要　⇒　重要性はないので削除しよう

・話言葉はNG　⇒　長文の原因になる

・開催されました　⇒　開かれた。開いた（主催者側として）

・闘う　⇒　たたかう

・はじめに、主催者を代表し　⇒　主催者が誰かは重要ではない

・あいさつがなされました　⇒　あいさつした（主催者側として）

・提起され　⇒　提起した（主催者側として）
・「など」はNG　⇒「○○や○○を」で明確に

・全道から、団結ガンバロー、終了した　⇒　記事は経過報告とは違う

★この記事で組合員に伝えるべきことは・・・

①山上委員長がどんなあいさつをしたか

②知事選挙の候補者はどうなったのか

③大会でどんな方針が確認されたのか










